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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】汗、煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭を減少させるため
の、アリル系アルコール香料前駆体、好ましくはエステルの用途が提供される。
【解決手段】煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭を減少させるため
の、ゲラニオール、ネロールおよびそれらの混合物から選択されるアリル系アルコール香
料の用途。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭を減少させるための、ゲラニ
オール、ネロールおよびそれらの混合物から選択されるアリル系アルコール香料の用法。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は悪臭減少剤としてアリル系アルコール香料に関する。更に詳しくは、本発明は
煙および／またはキッチン臭から生じる悪臭を減少させるための上記成分、および／また
は汗、煙および／またはキッチン臭から生じる悪臭を減少させるためのそれらの前駆体の
用途に関する。
【発明の背景】
【０００２】
　クリーニングおよび洗濯製品の消費者受け入れは、これら製品で達成される性能だけで
なく、それに伴う美的面でも決定される。したがって、香料系はこのような商品で成功す
る処方上重要な側面である。それらはクリーニングされた表面または洗濯された布帛に新
鮮で清潔な特徴を付与すると言われている。
【０００３】
　ＷＯ９５／０４８０９では、エステル化合物の加水分解による芳香性アルコール、アル
デヒドまたはケトンの遅い放出を行わせる方法について開示している。上記方法は、洗濯
された布帛に清潔で新鮮な特徴を付与すると言われている。
【０００４】
　ＥＰ０，４０４，４７０では、発汗から生じる悪臭を減少させる香料芳香について開示
している。
【０００５】
　係属出願ＵＳ０８／２７７，５５８では、洗濯／クリーニング組成物で香料自体の使用
によるよりも長期間にわたり香料の放出を行わせるために、アリル系アルコール香料のノ
ニオン性またはアニオン性エステルを含有した、洗濯およびクリーニング組成物について
開示している。
【０００６】
　本発明者は、商品で成功する処方上もう１つの重要な側面が、特に汗、煙および／また
はキッチン臭のような強い悪臭への暴露後に、クリーニングされた表面および／または洗
濯された布帛に残る悪臭により判断されることを発見した。これらの悪臭は、乾燥された
クリーニング表面および／または洗濯布帛上で最も持続する臭気の中に入る。
【０００７】
　本発明者は、アルコールがゲラニオール、ネロールおよびそれらの混合物から選択され
るアリル系アルコール香料前駆体の使用が問題を解決することを発見した。
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、汗、煙および／またはキッチン臭から生じる悪臭を減少
させるための、上記アリル系アルコール香料前駆体の用途を提供することである。
【０００９】
　本発明のもう１つの目的は、煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭
を減少させるための、ゲラニオール、ネロールおよびそれらの混合物から選択されるアリ
ル系アルコール香料の用途を提供することである。
【発明の要旨】
【００１０】
　本発明は、アリル系アルコール香料がゲラニオール、ネロールおよびそれらの混合物か
ら選択される、煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭を減少させるた
めの、アリル系アルコール香料前駆体の用途に関する。上記前駆体は、好ましくは上記ア
リル系アルコール香料のノニオン性またはアニオン性エステルである。
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【００１１】
　本発明は、煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭を減少させるため
の、ゲラニオール、ネロールおよびそれらの混合物から選択されるアリル系アルコール香
料の用途にも関する。
【００１２】
　本発明のもう１つの好ましい態様において、上記前駆体／香料はクリーニングまたは洗
濯組成物に配合される。
【発明の具体的な説明】
【００１３】
　本発明は、汗、煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭、好ましくは
タバコ煙および火煙のような煙を、このような悪臭に後で暴されたクリーニング乾燥表面
および／または洗濯乾燥布帛上で減少させるための、アリル系アルコール香料がゲラニオ
ール、ネロールおよびそれらの混合物から選択される、アリル系アルコール香料前駆体の
用途に関する。
【００１４】
　本発明は、煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭を減少させるため
の、アリル系アルコール香料の用途にも関する。
【００１５】
アリル系アルコール香料
　本発明の目的に必須の成分は、ゲラニオール、ネロールおよびそれらの混合物から選択
されるアリル系アルコール香料である。　
　ゲラニオールおよびネロールは、下記式を有する分子：
　　ＨＯ‐ＣＨ２‐ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）‐ＣＨ２‐ＣＨ２‐ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）２

の（２，３位二重結合で）トランス／シス構造異性体である。　
　本発明のもう１つの必須成分は、上記アリル系アルコール香料の前駆体である。　
　その前駆体は、好ましくは上記アリル系アルコール香料のノニオン性またはアニオン性
エステルである。
【００１６】
アリル系アルコール香料のノニオン性またはアニオン性エステル
　本発明で有用なアリル系アルコール香料のノニオン性またはアニオン性エステルは、下
記式のエステルである：
【化１】

上記式中ｎは１以上の整数である；および
Ｒはノニオン性またはアニオン性置換または非置換Ｃ１‐Ｃ30直鎖、分岐鎖または環式ア
ルキル、アルケニル、アルキニル、アルキルアリールまたはアリール基から選択され、香
料エステルを作るために用いられるカルボン酸のカルボキシレート官能基に結合されてい
る基を表す。
【００１７】
　アリル系アルコールエステルの製品および加水分解速度は、Ｒの選択によりコントロー
ルできる。更に詳しくは、理論に制限されないが、Ｒが電子供与基（例えばアルキル）で
あるとき、加水分解産物は転位したアリル系アルコールとなりがちで、電子吸引基（例え
ばフェニル）では加水分解で転位していない香料アルコールを放出しがちであると考えら
れる。分子当たり２以上の酸部分を有する酸のエステル（例えば、ジエステル、トリエス
テル）も、アリル系香料アルコールの有用なエステル内に含まれる。
【００１８】
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　好ましくは、Ｒはノニオン性またはアニオン性置換または非置換の、分岐鎖、直鎖また
は環式Ｃ２‐Ｃ20アルキレン、Ｃ１‐Ｃ20アルキル、Ｃ２‐Ｃ20アルキニル、アリールま
たはアルキルアリール基から選択される。
【００１９】
　上記のように、Ｒ部分は非置換でも、あるいは１以上のノニオン性および／またはアニ
オン性置換基で置換されていてもよい。このような置換基には、例えばハロゲン、ニトロ
、カルボキシ、カルボニル、サルフェート、スルホネート、ヒドロキシ、アルコキシおよ
びそれらの混合物がある。
【００２０】
　本発明で使用上好ましいエステルは、本明細書で“ジゲラニルサクシネート”と称され
る：
【化２】

本明細書で“ゲラニルフェニルアセテート”と称される：
【化３】

本明細書で“ゲラニルラウレート”と称される：
【化４】

と、混合ゲラニルネリルサクシネートエステルを含めたこれらのゲラニルエステルに相当
するネリルエステルと、特に対応ゲラニルおよびネリルエステルの混合物である。
【００２１】
　本発明で使用上最も好ましいエステルは、ジゲラニルサクシネート、ジネリルサクシネ
ート、ゲラニルネリルサクシネートおよびそれらの混合物から選択される。
【００２２】
　布帛を洗濯するために、また、クリーニングおよび／または消毒の必要な食器および他
の表面のような硬質表面をクリーニングするために典型的に用いられる洗濯またはクリー
ニング製品における、上記エステルの本発明による用途も、本発明で提供される。
【００２３】
　前記されたようなアリル系アルコール香料のエステルを、結果的に、布帛に接触させる
ことになる洗濯組成物が好ましい。これらは、布帛クリーニング効果を発揮する洗剤組成
物だけでなく、柔軟および／または静電気防止効果を発揮するすすぎ液添加布帛柔軟剤組
成物および乾燥機添加組成物（例えば、シート）のような洗濯組成物も含めて理解される
べきである。
【００２４】
　アリル系香料エステルは、典型的には組成物の約０．０１～約１０重量％、好ましくは
約０．０５～約５％、更に好ましくは約０．１～約２％である。
【００２５】
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　このような洗濯およびクリーニング組成物を処方するために有用な任意成分には、以下
の１種以上がある。
【００２６】
布帛柔軟剤
　本発明で使用に適した布帛柔軟剤は、カチオン性、ノニオン性布帛柔軟剤およびそれら
の混合物から選択される。
【００２７】
　本組成物で用いられる好ましい布帛柔軟剤は、下記式（Ｉ）または（II）を有する四級
アンモニウム化合物またはそのアミン前駆体である：
【化５】

Ｑは‐Ｏ‐Ｃ（Ｏ）‐、‐Ｃ（Ｏ）‐Ｏ‐、‐Ｏ‐Ｃ（Ｏ）‐Ｏ‐、‐ＮＨ４‐Ｃ（Ｏ）
‐、‐Ｃ（Ｏ）‐ＮＨ４‐から選択される；
Ｒ１は（ＣＨ２）ｎ‐Ｑ‐Ｔ２またはＴ３である；
Ｒ２は（ＣＨ２）ｍ‐Ｑ‐Ｔ４またはＴ５、またはＲ３である；
Ｒ３はＣ１‐Ｃ４アルキル、Ｃ１‐Ｃ４ヒドロキシアルキルまたはＨである；
Ｒ４はＨ、Ｃ１‐Ｃ４アルキルまたはＣ１‐Ｃ４ヒドロキシアルキルである；
Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５は（同一または異なる）Ｃ11‐Ｃ22アルキル
　またはアルケニルである；
ｎおよびｍは１～４の整数である；および
Ｘ－はクロリド、メチル硫酸などのような柔軟剤適合性アニオンである。
【００２８】
　アルキルまたはアルケニル鎖Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５は、少くとも１１の炭素原
子、好ましくは少くとも１６の炭素原子を有していなければならない。その鎖は直鎖でも
または分岐鎖でもよい。
【００２９】
　獣脂が長鎖アルキルおよびアルケニル物質の便利で安価な供給源である。Ｔ１、Ｔ２、
Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５が獣脂に典型的な長鎖物質の混合物を表す化合物が、特に好ましい。
【００３０】
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　本発明の水性布帛柔軟化組成物で使用に適した四級アンモニウム化合物の具体例には：
　１）Ｎ，Ｎ‐ジ（タローイルオキシエチル）‐Ｎ，Ｎ‐ジメチルアンモニウムクロリド
；
　２）Ｎ，Ｎ‐ジ（タローイルオキシエチル）‐Ｎ‐メチル，Ｎ‐（２‐ヒドロキシエチ
ル）アンモニウムクロリド；
　３）Ｎ，Ｎ‐ジ（２‐タローイルオキシ‐２‐オキソエチル）‐Ｎ，Ｎ‐ジメチルアン
モニウムクロリド；
　４）Ｎ，Ｎ‐ジ（２‐タローイルオキシエチルカルボニルオキシエチル）‐Ｎ，Ｎ‐ジ
メチルアンモニウムクロリド；
　５）Ｎ‐（２‐タローイルオキシ‐２‐エチル）‐Ｎ‐（２‐タローイルオキシ‐２‐
オキソエチル）‐Ｎ，Ｎ‐ジメチルアンモニウムクロリド；
　６）Ｎ，Ｎ，Ｎ‐トリ（タローイルオキシエチル）‐Ｎ‐メチルアンモニウムクロリド
；
　７）Ｎ‐（２‐タローイルオキシ‐２‐オキソエチル）‐Ｎ‐（タローイル）‐Ｎ，Ｎ
‐ジメチルアンモニウムクロリド；
　８）１，２‐ジタローイルオキシ‐３‐トリメチルアンモニオプロパンクロリド；
および上記物質の混合物がある。
【００３１】
　これらの中では、化合物１～７が式（Ｉ）の化合物の例であり、化合物８が式（II）の
化合物である。
【００３２】
　特に好ましいのは、獣脂鎖が少くとも部分的に不飽和であるＮ，Ｎ‐ジ（タローイルオ
キシエチル）‐Ｎ，Ｎ‐ジメチルアンモニウムクロリドである。
【００３３】
　獣脂鎖の不飽和レベルは対応脂肪酸のヨウ素価（ＩＶ）により測定でき、本発明の場合
では好ましくは５～１００の範囲内にあるべきであり、２５以下または以上のＩＶを有す
る２カテゴリーの化合物に分けられる。
【００３４】
　実際に、５～２５、好ましくは１５～２０のＩＶを有する獣脂脂肪酸から作られた式（
Ｉ）の化合物では、約３０／７０以上、好ましくは約５０／５０以上、更に好ましくは約
７０／３０以上のシス／トランス異性体重量比が最適濃縮性(concentrability)を示すと
わかった。
【００３５】
　２５以上のＩＶを有する獣脂脂肪酸から作られた式（Ｉ）の化合物の場合、シス対トラ
ンス異性体の比率は、非常に高い濃度が必要とされないかぎり、さほど重要でないことが
わかった。
【００３６】
　式（Ｉ）および（II）の適切な四級アンモニウムの他の例は、例えば、
　‐上記化合物で“タロー”を、例えばココ、パーム、ラウリル、オレイル、リシノレイ
ル、ステアリル、パルミチルなどに代える（上記脂肪アシル鎖は完全飽和であるか、また
は好ましくは少くとも部分的に不飽和である）；
　‐上記化合物で“メチル”をエチル、エトキシ、プロピル、プロポキシ、イソプロピル
、ブチル、イソブチルまたはｔ‐ブチルに代える；
　‐上記化合物で“クロリド”をブロミド、メチル硫酸、ギ酸、硫酸、硝酸などに代える
；
ことにより得られる。
【００３７】
　実際には、アニオンは正荷電四級アンモニウム化合物の対イオンとして単に存在してい
るだけである。対イオンの性質は本発明の実務上全く重要でない。本発明の範囲はいかな
る特定のアニオンにも限定されないと考えられる。
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【００３８】
　“そのアミン前駆体”とは上記四級アンモニウム化合物に相当する二級または三級アミ
ンを意味し、上記アミンは請求項に記載されたｐＨ値のために本組成物中で実質的にプロ
トン化されている。
【００３９】
　四級アンモニウムまたはアミン前駆体化合物は、本発明において、５～１５％の好まし
い活性剤レベルで希釈されるか、または好ましくは１５～５０％、最も好ましくは１５～
３５％の活性剤レベルで濃縮される組成物調製に応じて、本組成物の１～８０％のレベル
で存在する。
【００４０】
　先の布帛柔軟剤の場合、本組成物のｐＨは必須パラメーターである。実際に、特に長期
貯蔵条件下で、それは四級アンモニウムまたはアミン前駆体化合物の安定性に影響を与え
る。
【００４１】
　本関係で規定されるようなｐＨは、２０℃においてニート(neat)組成物で測定される。
これら組成物の最適な加水分解安定性のためには、上記条件下で測定されるニートｐＨは
２．０～４．５、好ましくは２．０～３．５の範囲内でなければならない。これら組成物
のｐＨは、ブレンステッド酸の添加により調節できる。　適切な酸の例には、無機鉱酸、
カルボン酸、特に低分子量（Ｃ１‐Ｃ５）カルボン酸と、アルキルスルホン酸がある。適
切な無機酸には、ＨＣｌ、Ｈ２ＳＯ４、ＨＮＯ３およびＨ３ＰＯ４がある。適切な有機酸
には、ギ酸、酢酸、クエン酸、メチルスルホン酸およびエチルスルホン酸がある。好まし
い酸は、クエン酸、塩酸、リン酸、ギ酸、メチルスルホン酸および安息香酸である。
【００４２】
　好ましくはカチオン性柔軟剤と組み合わされたノニオン性布帛柔軟剤物質も、有用な柔
軟剤である。
【００４３】
　典型的には、このようなノニオン性布帛柔軟剤物質は２～９、更に典型的には３～７の
ＨＬＢを有している。このようなノニオン性布帛柔軟剤物質は、それだけで、または後で
詳細に記載される単長鎖アルキルカチオン性界面活性剤のような他の物質と組み合わされ
たときに、容易に分散されやすい。分散性は、もっと多い単長鎖アルキルカチオン性界面
活性剤、後で記載されるような他の物質との混合物の使用、もっと温かい水の使用、およ
び／またはもっと多い撹拌により改善することができる。一般的に、選択される物質は、
比較的結晶性で、高い融点（例えば＞４０℃）であり、かつ比較的非水溶性であるべきで
ある。
【００４４】
　本組成物中における任意ノニオン性柔軟剤のレベルは、典型的には約０．１～約１０％
、好ましくは約１～約５％である。
【００４５】
　好ましいノニオン性柔軟剤は多価アルコールまたはその無水物の脂肪酸部分エステルで
あり、アルコールまたは無水物は２～１８、好ましくは２～８の炭素原子を有して、各脂
肪酸部分は１２～３０、好ましくは１６～２０の炭素原子を有している。典型的には、こ
のような柔軟剤は分子当たり１～３、好ましくは２つの脂肪酸基を有している。
【００４６】
　エステルの多価アルコール部分には、エチレングリコール、グリセロール、ポリ（例え
ば、ジ、トリ、テトラ、ペンタおよび／またはヘキサ）グリセロール、キシリトール、ス
クロース、エリトリトール、ペンタエリトリトール、ソルビトールまたはソルビタンがあ
る。ソルビタンエステルおよびポリグリセロールモノステアレートが特に好ましい。
【００４７】
　エステルの脂肪酸部分は通常１２～３０、好ましくは１６～２０の炭素原子を有する脂
肪酸に由来しており、上記脂肪酸の典型例はラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、
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ステアリン酸、オレイン酸およびベヘン酸である。
【００４８】
　本発明で使用上高度に好ましい任意のノニオン性柔軟剤は、ソルビトールのエステル化
脱水産物であるソルビタンエステルと、グリセロールエステルである。
【００４９】
　市販ソルビタンモノステアレートが適切な物質である。約１０：１～約１：１０のステ
アレート／パルミテート重量比を有するソルビタンステアレートおよびソルビタンパルミ
テートの混合物と、１，５‐ソルビタンエステルも有用である。
【００５０】
　グリセロールおよびポリグリセロールエステル、特にグリセロール、ジグリセロール、
トリグリセロールおよびポリグリセロールモノおよび／またはジエステル、好ましくはモ
ノ‐が本発明では好ましい（例えば、商品名Radiasurf 7248のポリグリセロールモノステ
アレート）。
【００５１】
　有用なグリセロールおよびポリグリセロールエステルには、ステアリン酸、オレイン酸
、パルミチン酸、ラウリン酸、イソステアリン酸、ミリスチン酸および／またはベヘン酸
のモノエステルと、ステアリン酸、オレイン酸、パルミチン酸、ラウリン酸、イソステア
リン酸、ベヘン酸および／またはミリスチン酸のジエステルがある。典型的モノエステル
はジおよびトリエステルなども一部含有していると理解されている。
【００５２】
　“グリセロールエステル”には、ポリグリセロール、例えばジグリセロール～オクタグ
リセロールエステルも含む。ポリグリセロールポリオールは、グリセリンまたはエピクロ
ロヒドリンを一緒に縮合させて、グリセロール部分をエーテル結合で結合させることによ
り形成される。ポリグリセロールポリオールのモノおよび／またはジエステルが好ましく
、脂肪アシル基は典型的にはソルビタンおよびグリセロールエステルについて前記された
ものである。
【００５３】
　本発明で有用な追加布帛柔軟剤は、ＵＳ４，６６１，２６９、ＵＳ４，４３９，３３５
、ＵＳ３，８６１，８７０、４，３０８，１５１、３，８８６，０７５、４，２３３，１
６４、４，４０１，５７８、３，９７４，０７６、４，２３７，０１６およびＥＰ４７２
，１７８に記載されている。
【００５４】
　完全処方布帛柔軟化組成物は、好ましくは、前記成分に加えて、下記成分の１種以上を
含有している。
【００５５】
　濃縮組成物は、他の成分に応じて、更に一層高濃度にするために、および／または更に
高い安定性標準を満たすために、有機および／または無機濃縮助剤を必要とすることがあ
る。界面活性剤濃縮助剤は、典型的には単長鎖アルキルカチオン性界面活性剤、ノニオン
性界面活性剤、アミンオキシド、脂肪酸またはそれらの混合物からなる群より選択され、
典型的には組成物の０～約１５％のレベルで用いられる。
【００５６】
　界面活性剤濃縮助剤のように作用するかまたはその効果を増加させる無機粘度調節剤に
は水溶性のイオン化しうる塩があり、これも本組成物中に場合により配合することができ
る。様々なイオン性塩が使用できる。適切な塩の例は、元素の周期表のＩＡおよびIIＡ族
金属のハライド、例えば塩化カルシウム、塩化マグネシウム、塩化ナトリウム、臭化カリ
ウムおよび塩化リチウムである。イオン性塩は、本組成物を作ってから望ましい粘度を得
るために、諸成分を混合するプロセスに際して特に有用である。用いられるイオン性塩の
量は組成物中に用いられる活性成分の量に依存して、業者の希望に従い調節できる。組成
物粘度をコントロールするために用いられる塩の典型的レベルは、組成物の重量で約２０
～約２０，０００部／百万（ｐｐｍ）、好ましくは約２０～約１１，０００ｐｐｍである
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。
【００５７】
　アルキレンポリアンモニウム塩は、上記水溶性のイオン化しうる塩に加えてまたはその
代わりに、粘度コントロールを行う上で組成物中に配合させることができる。加えて、こ
れらの物質はスカベンジャーとして作用して、主洗浄液からすすぎ液中と布帛上に持ち越
されたアニオン性界面活性剤とイオン対を形成でき、柔軟化性能を改善させることもある
。これらの物質は、無機電解質と比較して、広範囲の温度にわたり、特に低温で粘度を安
定化させる。
【００５８】
　アルキレンポリアンモニウム塩の具体例には、ｌ‐リジン一塩酸塩および１，５‐ジア
ンモニウム　２‐メチルペンタン二塩酸塩がある。
【００５９】
　もう１つの任意の、但し好ましい成分は、液体キャリアである。本組成物で用いられる
液体キャリアは、その低コスト、比較的入手し易さ、安全性および環境適合性のために、
好ましくは少くとも主として水である。液体キャリア中における水のレベルは、好ましく
はキャリアの少くとも約５０重量％、最も好ましくは少くとも約６０％である。水と低分
子量、例えば＜約２００の有機溶媒、例えばエタノール、プロパノール、イソプロパノー
ルまたはブタノールのような低級アルコールとの混合物が、液体キャリアとして有用であ
る。低分子量アルコールには、一価、二価（グリコールなど）、三価（グリセロールなど
）およびそれ以上の多価（ポリオール）アルコールがある。
【００６０】
　更に他の任意成分は、汚れ放出ポリマー、殺菌剤、着色剤、香料、保存剤、蛍光増白剤
、イオン化防止剤、消泡剤などである。
【００６１】
　洗剤組成物のような完全処方クリーニングまたは洗濯組成物は、好ましくは、前記成分
に加えて、ビルダー、漂白剤（ブリーチアクチベーターを含有する、または含有していな
い）、酵素、酵素安定剤、洗浄性界面活性剤、キレート化剤およびそれらの混合物から選
択される１種以上の成分を含有している。このような成分の例示は、ＷＯ９４／０３５７
２およびＷＯ９４／０３５５３でみられる。他の好ましい任意成分には、ポリマー汚れ放
出剤、クリーニングプロセス中にある布帛から他への染料の移動を妨げるために有効な物
質（即ち、染料移動阻止剤）、ポリマー分散剤、起泡抑制剤、蛍光増白剤または他の増白
もしくはホワイトニング剤、キレート化剤、布帛柔軟化クレー、静電気防止剤、他の活性
成分、キャリア、ヒドロトロープ、プロセッシング助剤、染料または顔料、液体処方用の
溶媒、固形組成物用の固体フィラーなどがある。
【００６２】
　液体洗剤組成物はキャリアとして水および他の溶媒を含有することができる。メタノー
ル、エタノール、プロパノールおよびイソプロパノールで例示される低分子量一級または
二級アルコールが適している。一価アルコールが界面活性剤を溶解させる上で好ましいが
、２～約６の炭素原子と２～約６のヒドロキシ基を有するようなポリオール（例えば、１
，３‐プロパンジオール、エチレングリコール、グリセリンおよび１，２‐プロパンジオ
ール）も使用できる。組成物はこのようなキャリア５～９０％、典型的には１０～５０％
を含有する。
【００６３】
　顆粒洗剤は、例えばベース顆粒をスプレードライするか（最終製品密度約５２０ｇ／Ｌ
）、または凝集させる（最終製品密度約６００ｇ／Ｌ以上）ことにより製造できる。次い
で残りの乾燥成分は、例えばロータリーミキシングドラムでベース顆粒と顆粒または粉末
形態で混合され、液体成分（例えば、ノニオン性界面活性剤および香料）はその上にスプ
レーされる。
【００６４】
　本発明の洗剤組成物は、水性クリーニング操作で使用中に、洗浄水が約６．５～約１１
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、好ましくは約７．５～約１０．５のｐＨを有するように処方されることが好ましい。洗
濯製品は、典型的にはｐＨ９～１１である。推奨使用レベルにｐＨをコントロールする技
術には緩衝剤、アルカリ、酸などの使用があり、当業者に周知である。
【００６５】
　本発明は下記非制限例で説明されており、すべてのパーセンテージは他で指摘されない
かぎり重量ベースである。
【００６６】
例
洗浄操作
　２組の布帛（即ち、ニットのコットンＴシャツ）を冷水中において液体布帛柔軟化組成
物で処理した。
【００６７】
　第一組は布帛柔軟化組成物Ａで処理し、第二組は布帛柔軟化組成物Ｂで処理した。組成
物Ａを用いる洗浄プロセスは本発明の態様であり、組成物Ｂを用いる洗浄プロセスは先行
技術である。
【００６８】
　処方は以下に示されている：
【表１】

（１）ジ（ソフトタローイルオキシエチル）ジメチルアンモニウムクロリド
（２）Dow-Corning 販売のＤＣ‐１１０Ａシリコーン
（３）Brilliant Polar Blue
（４）１，４‐ブタン二酸、３，７‐ジメチル‐２，６‐オクタジエニルエステル
【００６９】
煙への悪臭暴露操作
　その後、乾燥された洗濯布帛をタバコ煙で既に充満された２００Ｌドラム中に１分間吊
した。　
　タバコ煙によるドラムの充満は、閉じたドラムに煙るタバコを２分間入れることにより
得る。その後、タバコを取り出して、２組の布帛と代える。　
　タバコ煙への布帛の暴露後に、各組をドラムから取り出し、屋外に４５秒間吊し、アル
ミホイルに２４時間包んで、その後感知分析に付す。
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感知分析
　煙暴露後、布帛上に残る悪臭の知覚強度は、感知評価を用いるために訓練されたエキス
パートジャッジ６人により調べた。この場合に、エキスパートとは、少くとも６月間のト
レーニングを受けて、嗅覚感度が証明された人として規定される。調香師の強度スケール
を用いて得られたデータは、残留悪臭の知覚強度について一致した値を得るために平均化
させた。
【００７１】
　調香師の強度スケールは以下のとおりである：
０‐無臭
２５‐やや臭う
５０‐中度の臭気
７５‐非常に強い臭気、および
１００‐極端に強い臭気
結果
【表２】

【００７２】
　液体布帛柔軟化組成物Ａ中でジゲラニルサクシネート（１，４‐ブタン二酸、３，７‐
ジメチル‐２，６‐オクタジエニルエステル）の加水分解により放出されるゲラニオール
の使用は、乾燥クリーニング布帛上で煙から生じた悪臭の減少を高めることがわかる。
【００７３】
　同一の結果が、布帛が下記試験に従いキッチン臭に暴されたときに得られた：上記洗浄
操作に付された後、乾燥洗濯布帛（即ち、ニットのコットンＴシャツ）を下記操作に従い
キッチン臭暴露に付した：
４組の布帛を調理が行われたパーソナルキッチンで４時間にわたり着用した。その後、各
組を屋外に４５秒間吊し、アルミホイルに２４時間包んで、その後上記感知分析に付す。
【００７４】
　同一の結果が、コットン衣類が汗に暴されたときに得られた。上記洗浄操作に付された
後、乾燥洗濯衣類を２等分にカットし、製品Ａで処理された半分を製品Ｂで処理された一
方の半分と接ぎ合わせた。
【００７５】
次いでこの“接ぎ合わせ品”を８時間（ストレスのかからない）通常の活動または１～２
時間（ストレスのかかる）スポーツ活動において２０人に着用させた。
　その後上記接ぎ合わせ品を上記感知分析に従い両半分について評価した。同様の結果が
、製品ＡおよびＢで各々処理された、２等分にカットされたベッドシーツが５夜暴露ベー
スでユーザー２０人により用いられたときに得られた。

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月9日(2009.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汗、煙、キッチン臭およびそれらの混合物から選択される悪臭を減少させるための、ゲ
ラニオール、ネロールおよびそれらの混合物から成る群より選択されるアリル系アルコー
ル香料の用法。
【請求項２】
　布帛が、アリル系アルコール香料およびキャリアを含む組成物で処理される、請求項１
に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項３】
　キャリアが水、および分子量２００未満の低分子量有機溶媒を含む、請求項２に記載の
アリル系アルコール香料の用法。
【請求項４】
　アリル系アルコール香料が、クリーニング組成物および洗濯組成物から成る群より選択
される組成物中に配合される、請求項１に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項５】
　クリーニング組成物または洗濯組成物が、カチオン性布帛柔軟剤、ノニオン性布帛柔軟
剤およびそれらの混合物から成る群より選択される柔軟剤を含んだ布帛柔軟化組成物であ
る、請求項４に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項６】
　布帛柔軟化組成物が２０℃で２．０～４．５範囲内のニートｐＨを有している、請求項
５に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項７】
　水のレベルがキャリアの少くとも５０重量％である、請求項２に記載のアリル系アルコ
ール香料の用法。
【請求項８】
　低分子量有機溶媒が一価アルコールである、請求項３に記載のアリル系アルコール香料
の用法。
【請求項９】
　組成物が、更に、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン
酸およびベヘン酸から成る群より選択される脂肪酸を含んでなる、請求項２に記載のアリ
ル系アルコール香料の用法。
【請求項１０】
　組成物が、更にＨＣｌ、Ｈ２ＳＯ４、ＨＮＯ３、Ｈ３ＰＯ４、ギ酸、酢酸、クエン酸、
メチルスルホン酸およびエチルスルホン酸から成る群より選択される酸を含んでなる、請
求項２に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項１１】
　組成物が更にノニオン性界面活性剤を含んでなる、請求項２に記載のアリル系アルコー
ル香料の用法。
【請求項１２】
　一価アルコールが、メタノール、エタノール、プロパノールおよびイソプロパノールか
ら成る群より選択される、請求項８に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項１３】
　布帛の悪臭が減少される、請求項２に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項１４】
　組成物が、更に、ビルダー、漂白剤、酵素、酵素安定剤、洗浄性界面活性剤、キレート
化剤、ポリマー汚れ放出剤、クリーニングプロセス中にある布帛から他への染料の移動を
妨げるために有効な物質、ポリマー分散剤、起泡抑制剤、増白剤、ホワイトニング剤、布
帛柔軟化クレー、静電気防止剤、ヒドロトロープ、プロセッシング助剤、染料、顔料、液
体処方用の溶媒および固形組成物用の固体フィラーから成る群より選択される成分を含ん
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でなる、請求項１に記載のアリル系アルコール香料の用法。
【請求項１５】
　組成物が更に水、エタノールおよびクエン酸を含んでなり、水のレベルがキャリアの少
くとも５０重量％である、請求項２に記載のアリル系アルコール香料の用法。
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